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レードルの安全性評価用 

熱画像システム

加熱炉・レードル・トーピードカーなどの耐火材への保守

は、鉄の生産コストに大きく寄与します。レードルの表面 

温度分布をモニタすることで耐火材の損傷・損耗レベルが

容易に評価できます。この情報はレードルの延命策とし

て、ブレークアウトの防止、また、ライニング張り替えタイミ

ングを決定するのに有効です。

レードルで熱画像システムを使用する利点

 耐火ライニング材の延命によるコスト低減

 レードル表面でホットスポットを早期発見することで、溶鋼の流出防止

 レードル表面温度変化の傾向把握によるレードル保守の計画・予知・予防

熱画像システムの特長

 正確かつ繰り返し性に優れた赤外線サーマルイメージャにより信頼性に優れた温度測定

 オンライン熱分析システム ： ポイント ・ エリア ・ 等温線 ・ ヒストグラム ・ プロファイル ・ アラーム など

 

 フルフレームレート(PAL：25フレーム/sec., NTSC：30フレーム/sec.) で、同時に最大4台のサーマルイメージャ  

 出力を表示・コントロール 

 いくつかのデジタル・アナログ両入/出力, 近接センサ経由による自動データ保存コントロール   

               

 アラーム発生時のイメージ熱画像を自動保存

 レードルIDナンバーを読み込むことで、各レードルの温度履歴が把握でき、耐火材のライニング周期/寿命を  

 予測

               

 多機能イメージ処理 ： フルカラー表示(5種カラーパレット) ・ デジタルズーム ・ ノイズフィルタリング

 各種パラメータ設定 ： 温度単位・放射率や背光補正 など

 OPCやイーサネット接続による情報交換

システムをリモートコントロール

リモートコントロール(オプション)は、リモートPCから全てのサーマルイメージャや
FTi-CP(サーマルイメージャコントロールプロセッサ)の機能、付加 入/出力機能、 
シングルイメージおよびビデオファイル保存および視覚化が全てコントロールでき 
るよう、イメージ処理ソフトウェアのフレキシ ブルサーバ/クライアント構成を最大限
に利用します。リモートコンピュータとFTi-CP間の接続は、イーサネットケーブルで
おこないます。4台のFTi-CPが1台のリモートPCに接続できます。

           

システムを現場でコントロール

工業タッチスクリーンインターフェース付きFTi-CPは、サーマルイメージャのセット     
アップ/設定または必要に応じて熱解析をおこないます。独立型プロセス制御アプリ     
ケーション用にクライアントソフトウェアのコンフィグレーションバージョンを用意しています。

システムを現場およびリモートコントロール

特　長

 サーマルイメージャコントロールプロセッサ ---       

 サーマルイメージャに対し、ケーブル1本で接続

 ２タイプ --- タッチスクリーンインタフェース有り/無し

 頑丈設計/壁取付で過酷な環境下に設置可

 ローカル入/出力信号接続を用意 :

  

 

 サーマルイメージャに電源供給

 リモートイメージ処理ディスプレイ/OPCサーバーにイーサネット接続

 ユーザインタフェースボックスにケーブル1本で接続

仕　様

サーマルイメージャコントロール

プロセッサ (FTi-CP) : サーマルイメージャコントロールプロセッサ、サーマルイメージャに電源/信号接続

サーマルイメージャまでの最大設置距離:  20 m

電源供給 ： AC 85 ～ 264 V ; 200W以下

周囲温度範囲 (動作範囲) : 5 ～ 45 ℃

設　置 : 壁取付

外形寸法 (W x H X D) : 600 x 380 x 210 mm

重　量 : 29 kg

耐環境性　: IP65 / NEMA4

オプション機能

ローカルインタフェース : 工業タッチスクリーンインタフェース付きFTi-CP (サーマルイメージャのセットアップ/ 

 設定、必要に応じて熱解析をおこないます)  (耐環境性 ： IP54 / NEMA 3S)

入/出力： 5種類から最大3モジュールまで

デジタル入力: 1モジュールで最大8ch.まで

デジタル出力: 2モジュールでリレイ出力が最大16ch.まで

アナログ入力: 1モジュールで最大8ch.まで

アナログ出力: 1ch.電流出力/モジュール, 4ch.電圧出力/モジュール

  ※ アナログ出力は最大2モジュールまで      

   (2モジュール取付けた時は、両モジュール共に同じ出力タイプ(電流/電圧)にしてください)



熱画像システム構成

エアブロワユニット
パージエアは、過酷な
環境下でもレンズを 
清浄に保ちます。 プロセス I/O

(アナログ/デジタル 
アラーム)

プロセス I/O
(アナログ/デジタル 

アラーム)

プロセス I/O
(アナログ/デジタル 

アラーム)

イメージ処理と解析ソフトウェア 
(クライアントサーバー)
処理・解析・保存ソフトウェアが  
プリインストールされたPCは、3台
のサーマルイメージャ (レードルを 
360゜カバー) を同時に処理します。

FTi-CP (サーマルイメージャ
コントロールプロセッサ)
サーマルイメージャへの 
電源供給とローカルユーザ 
インタフェース 

FTi-CP (サーマルイメージ
ャコントロールプロセッサ)
サーマルイメージャへの 
電源供給とローカルユーザ
インタフェース 

レードル監視システム ---    
3式のコントロールプロセッサとサーマル
イメージャのローカル処理とリモート表示

クライアントサーバーへ 
イーサネット接続 

3台のFTi-CPへ
イーサネット接続

FTi-CP (サーマルイメージャ
コントロールプロセッサ)
サーマルイメージャへの 
電源供給とローカルユーザ
インタフェース 

頑丈なサーマルイメージャ保護ケース

サーマルイメージャのコントロール

一旦、サーマルイメージャを設置および動作させると、全て

のリモートコントロールは、サーマルイメージャコントロール

プロセッサ(タッチスクリーン：オプション)またはプラントのど

こかに配備したPCからおこなえます。サーマルイメージャに

対して外部から直接調整する必要はありません。  

特にサーマルイメージャを危険な場所に設置したサーマル

イメージャに対し、アクセスするためにプロセスを停止する

必要があるような場所では重要な機能です。

ネットワーク
スイッチ

クライアントサーバーへ 
イーサネット接続 

プロセスコントロール向上のためのイーサネット接続

このレードル熱画像システムは、オンライン制御や測定データの保存のた
め、イーサネット通信プラットフォームをベースとして、プラントオペレータ
に数多くの相互接続性を提供します。

プラントからの入/出力には、デジタル出力 ・ イーサネット ・ OPCを含み
ます。

画像処理システムとプラントネットワークをOPCまたはイーサネットプロト 
コルで接続することで、プロセスおよび品質管理向上のため、解析シス 
テムとの間で生データの送/受信がおこなえます。 

クライアントサーバーへ 
イーサネット接続 



高解像度サーマルイメージャ --- 恒久設置・頑丈なプラントセンサ

特　長

 高精度かつ繰り返し性に優れた温度測定

 事実上メンテナンスフリー

 高解像度熱画像 (320 x 240 ピクセル)

 耐環境性に優れた頑丈設計

 タッチスクリーンまたはリモートPCによるリモートコントロール

 測定対象物に対する視軸調整と焦点合せが容易

 ユーザインタフェースボックスへケーブル1本で接続

 取付プレートへの着/脱が容易

 モータ式パン/チルト用コントロールモジュール(オプション), パージ用エアブロワ

 パージエア・冷却水接続口を標準装備

高解像度 熱画像システム

仕　様

 用　途 中～高温用センサ  低～中温用センサ  

 

 測定温度範囲 : 150 ～ 600 ℃  50 ～ 350 ℃ 

 システム温度測定の精度 :  ±1 %/℃   ±1.5℃  (50 ～ 100℃)   

 (公称)   (200 ～ 600℃/精度範囲)  ±1%℃  (100 ～ 350℃)

    

 周囲温度変化に対するシステム温度測定の

 安定性 ：   指示値の0.2℃ / 1℃変化 

 (イメージャとコントロールプロセッサ, 指示値℃/1℃変化)      

 システムサーマル分解能* (rms値) : 200℃で0.3℃ (rms)  50℃で0.15℃ (rms)  

    

 視野(F.O.V.) (Hﾟ(水平) x Vﾟ(垂直)) (購入時に選択) :     　　32 x 24             16 x 12  32 x 24                  16 x 12

 シングル ピクセル FOV : 

 (シングル ピクセル, 測定距離 : ターゲット比率) 　　　570:1　              1140:1  570:1            1140:1 

 焦点範囲 : 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.5 m ～ ∞      　1 m ～ ∞　　　      0.5m ～ ∞　      　1 m ～∞

 フレーム周波数とフォーマット (購入時に選択) :  PAL 25Hz   / NTSC 30Hz    

 イメージ表示 (ピクセル) :  320 x 240  

 ディテクタ ： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非水冷 アモルファス(非結晶) シリコン フォーカルプレーンアレイ 

 周囲温度範囲 (イメージャの動作範囲) :  5 ～ 50 ℃ 

 外形寸法 (w x h x d) :  258 x 305 x 330 mm 

   (保護ケース内に収納時)

 重　量 ：  4.5 Kg (20 kg ： 保護ケース内に収納時)  

 耐環境性 :  IP65    

 耐振動 :  0.5mm, 10-60Hz; 3G, 60-300Hz    

 CE証明 :  EN 61326: 1999 A  

全ての精度仕様 : 

a) 周囲温度は30℃として 

b) % は "指示値の%" ,  ℃またはﾟF の両方で測定可能

* (25フレーム以上で、5x5 ピクセルエリアの平均)

LAND熱画像システムによるレードルモニタの利点

理想的には3台のサーマルイメージャで製鋼プラントから連続鋳造機へ溶鋼を 

運ぶのに使用されるレードルの耐火材の損耗状況を連続モニタすることです。 

レードルは、その外表面が360ﾟカバーできるよう、3台のサーマルイメージャが 

配備された測定点に運ばれます。3台のイメージャは、1台のPCでコントロール  

します。

 

温度しきい値でアラームをトリガー

各サーマルイメージャの熱画像は、最終の10秒間が保存されます。画像処理  

ソフトウェアは、3つの熱画像から最高温度を決定し、その情報から測定した 

最高温度を表示します。その最高温度値が設定した温度しきい値を超えると、  

アラームが動作します。

各レードルの熱画像や温度データは、後にそのトレンド情報からエンジニアが 

修理あるいはライニングのやり直しを判断できるよう保存されます。

アラームでキーイベントをトリガー

      

さまざまなアラーム条件やイベントに対するトリガ 

条件は、全てユーザで自由に設定できます。 

アラームはレードルの特定パーツに対応するポイン

トあるいは特定エリアが温度しきい値を超えると 

自動的にトリガーします。360゜を完全にカバーし、 

同時に3つの熱画像を比較することで、レードルの

耐火ライニングの致命的損傷を未然に防ぐことが 

できます。 

基準用 理想温度プロフィール

温度差評価機能は、理想温度プロフィールをその
後全ての監視用基準として利用できるようにしま
す。基準画像との直接比較は非常に判かり易い 
ものです。そこでは特定の温度値、特定のポイント 
あるいは基準画像と直接比較できます。 

レードル耐火材がゆっくり損耗していく場合は、ライ
ニングを張り替えた直後のレードルイメージを基準
として、いくつかのアラームセットポイントを自由に
設定できます。そうすることで、システムは自動的
にレードルの損耗状態をモニタします。


